
















3 1 1. 指導法・教授法
3 1 2. 指導の時期と範囲
3 1 3. 学習者の誤りや質問に対する対処



























































































































































































































































































































点―」『講座日本語教育』28分冊 pp. 1 19 早稲田大学日本語研究教育センター
川口義一・蒲谷 宏・坂本 惠（1996）「待遇表現としてのほめ」『日本語学』第15巻
５号 pp. 13 21 明治書院
川口義一・蒲谷 宏・坂本 惠（1998）「待遇表現としての「ご挨拶」について」『早
稲田日本語研究』６ pp. 26 40 早稲田大学国語学会
川口義一（2002a）「海外における待遇表現教育の問題点―台湾での研修会における
「事前課題」分析 ―」『紀要』15 pp. 15 28 早稲田大学日本語研究教育セン
ター
川口義一（2002b）「海外における待遇表現教育の問題点―台湾での研修会における
「事前課題」分析 ―」『講座日本語教育』38分冊 pp. １ 15 早稲田大学日本語
研究教育センター
杉戸清樹（1997）「敬語教育の課題―敬語行動の中の敬語を―」『日本語学』第16巻13













2) この三つの表現類型についての説明は、蒲谷・川口・坂本（1998）pp. 26 29参
照。
























9) 萩野（2001）pp. 67 68には、敬語を文化として捉えることへの厳しい批判が展開
されている。
10) 「依頼表現」における「当然性」については、蒲谷・川口・坂本（1998）pp. 136
44参照。
11) 各種の教科書における敬語や待遇表現の扱いについては、ピッツィコーニ（1997）
に詳細な分析がある。同書には本論３章で述べたような教授法や学習環境の問題に
対して、本論の筆者と近い考えが随所にうかがえる。待遇表現教育に関する基本文
献として一読を薦めたい。
12) アナタの卑称性については、川口（2002a）p. 26および注15)参照。
13) 海外におけるこのようなインターアクション教育の実例としては、川口（1993）
参照。
14) 配慮の表現としての敬語教育を志向した論文として、蒲谷・坂本（1991）、杉戸
（1997）などがある。
